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ホームページでも議会の情報をご覧いただけます。 豊岡市議会 検索 ポチッ

水
道
料
金
値
上
げ
を
含
む

　
　
給
水
条
例
の
改
正
案
は

　
　
　
継
続
審
査

そ
の
他
の
議
案
は
全
会
一
致
で
可
決

　専決処分したものの報告をはじめ、土地の貸付、市道
路線の廃止・変更、指定管理者の指定・変更、条例改正、
補正予算、人権擁護委員の推せん、意見書などを審議し
ました。
　主な議案の審議状況をお知らせします。

　 給水条例改正案を撤回！
　12月定例会で継続審査とした「第155号議案　豊
岡市給水条例の一部を改正する条例制定について」
は、２月３日開催の臨時会において、当局から議案
撤回の申し出があり、本会議において承認しました。

全会一
致

全会一
致

可決可決
意　見　書

公立病院の充実と医療従事者確保を求める意見書
（意見書要旨）
　2019年厚生労働省は、公立病院の統廃合を含む再編検討の対象424病院名を公表した。この中には日高医療セン
ターおよび出石医療センターが特定して公表されている。さらに政府は、都道府県に対し、地域医療構想の策定を通し
て公的病院のベッド削減の計画推進を求めている。
　但馬地域と豊岡市は、急速な高齢化が進み、医療介護の包括的な連携が求められ、但馬地域の公立病院は、この要を
なす不可欠の医療機関である。
　また、2年に及ぶコロナウイルスの感染防止と対策医療で、「医療ベッドのひっ迫」が懸念される状況下である。
　ついては、当地域の実情と現在の情勢にかんがみ、地域の実情を尊重し、公立病院の充実と医療従事者確保に取り組
まれるよう強く要望する。

速報
（２月

臨時会
）
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12月
定例会

議案審議　12月3日～12月27日（25日間）

ホームページでも議会の情報をご覧いただけます。

原案
可決
原案
可決

＜第161号議案　令和３年度豊岡市一般会計補正予算（第15号）＞
新文化会館整備事業費、除雪費等の増額など補正予算総額は約2億2,835万円の増額
・新文化会館整備事業実施設計業務等の経費の※債務負担行為設定
・兵庫県市町交通災害共済組合解散に伴う分配金約1億784万円の積み立て
・障害者（児）自立支援給付事業の利用者増や報酬改定に伴う増額
・子育て支援総合拠点等施設運営費等経費

▼意見・要望▼（予算決算委員会）
　新文化会館整備事業の再開にあたり、地歴調査と実施設計に向けての債務負担行為
補正が提案されているが、今後議会側に十分に情報提供し、事業費およびランニング
コストの拡大とならないよう留意されたい。
　豊岡中核工業団地の水道特別料金については、他地域における企業立地支援との均
衡及び公平性の観点、また今後ますます厳しい財政状況が見込まれるため、見直しを
含めた検討をされたい。

※【債務負担行為とは】
　予算は計上した年度内に
支出することが原則です。
　翌年度以降にまたがる場
合には、あらかじめ後の年
度の債務を通常予算とは別
に定めることができます。

＜第159号議案　豊岡市立こども広場の設置及び管理に関
する条例制定について＞
　アイティ４階の子育て支援総合拠点等の施設整備に伴
い、市立こども広場を設置・管理するために必要な条項を
定めるもの。

▼意見・要望▼（文教民生委員会）
　こども広場は、子どもたちが遊ぶことのできる屋内の遊
び場であり、子育ての充実を図る広場である。指定管理者
との協議をしっかりと行い、スムーズな運営と施設、駐車
場等の安全な利用を促し、良好な経営状況となるように努
められたい。

＜第122号議案　土地の貸付について＞
　大規模太陽光発電所事業のため、株式
会社カネカに貸し付けていた土地の貸付
期間が満了するため、引き続き同条件で
10年間の貸付を行うもの。
貸付面積：11,249㎡
貸付期間：令和4年4月1日～
　　　　　令和14年3月31日
貸付金額：約112万5千円/年
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一
般
質
問
に
20
人

12
月
定
例
会

市
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
問
題
、
市
の
予
算
や
政
策
な
ど
、

　
　
　
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

市議会の本会議が
　　インターネットで
　　　　ご覧になれます！

インターネットによ
り、定例会のよう
すをライブ中継と
録画中継で映像配
信しています。
ぜひご覧ください。

豊岡市議会インターネット中継 検索

スマートフォンで
も定例会のライブ
中継を配信！

※
こ
こ
に
掲
載
す
る
質
問
・
答
弁
は
、
12
月
13
日
〜
16
日
の
も
の
で
す
。

　
内
容
に
つ
い
て
は
、
昨
今
の
社
会
情
勢
・
対
応
策
等
、
日
々
状
況
が
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

米　
田　
達　
也
（
５
ペ
ー
ジ
）

●
地
域
道
路
の
整
備

●
市
政

●�

小
中
学
校
適
正
規
模
・
適
正
配
置

計
画
（
案
）

　
　須　
山　
泰　
一
（
５
ペ
ー
ジ
）

●
水
道
料
金
引
き
上
げ

●
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
継
続

●
公
共
交
通
の
充
実

●�

世
界
の
平
和
に
貢
献
す
る
自
治
体

の
責
任

●
日
高
医
療
セ
ン
タ
ー
の
充
実

　
　太　
田　
智　
博
（
6
ペ
ー
ジ
）

●
水
道
料
金
の
改
定

●�

幼
児
教
育
・
保
育
及
び
放
課
後
児

童
の
あ
り
方
計
画

●
み
ん
な
で
つ
く
る
強
靭
な
豊
岡
市

芹　
澤　
正　
志
（
6
ペ
ー
ジ
）

●
観
光
戦
略

●
水
道
料
金
の
改
定

●
危
機
管
理

●
副
市
長
人
事

石　
田　
　
　
清
（
7
ペ
ー
ジ
）

●�

水
道
料
金
改
定
時
期
と
市
内
の
経

済
動
向

●�
国
交
省
「
円
山
川
水
系
河
川
整
備

計
画
」
に
お
け
る
国
府
地
区
内
水

対
策

●�

小
中
学
校
適
正
規
模
・
適
正
配
置

計
画
（
案
）

　上　
田　
伴　
子
（
7
ペ
ー
ジ
）

●
水
道
料
金
改
定

●
子
ど
も
医
療
費
無
料
化

●
教
育
問
題

●
奈
佐
小
学
校
跡
地
活
用

●
公
共
交
通

●�

国
保
税
に
お
け
る
子
ど
も
の
均
等

割
り

荒　
木　
慎
大
郎
（
8
ペ
ー
ジ
）

●
市
の
広
報
活
動

●
人
口
減
少
対
策

●�

若
い
世
代
が
住
み
続
け
た
い
ま
ち

に
す
る
為
の
施
策

　
　小　
森　
弘　
詞
（
8
ペ
ー
ジ
）

●
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

●
新
文
化
会
館
整
備
事
業

●
空
き
家
対
策

●
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港

　

芦　
田　
竹　
彦
（
9
ペ
ー
ジ
）

●
水
道
料
金

●
子
育
て
支
援
の
充
実

●
デ
ジ
タ
ル
化
の
促
進

●�

安
心
・
安
全
を
目
指
す
交
通
安
全

対
策

　田　
原　
宏　
二
（
9
ペ
ー
ジ
）

●
子
育
て
支
援

●�

小
中
学
校
適
正
規
模
・
適
正
配
置

計
画
、
教
育
方
針

●�

コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
る
観
光
業
対

策
前　
田　
敦　
司
（
10
ペ
ー
ジ
）

●
豊
か
な
自
然
の
活
用

●
豊
岡
市
の
教
育

●
空
き
施
設
の
有
効
活
用

●
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　田　
中　
藤
一
郎
（
10
ペ
ー
ジ
）

●
市
長
総
括
説
明
か
ら

●
コ
ロ
ナ
禍
で
の
経
済
施
策

●
豊
岡
市
の
教
育

　前　
野　
文　
孝
（
11
ペ
ー
ジ
）

●
市
政
経
営
方
針
（
中
期
計
画
）

●
子
育
て
支
援
と
教
育

●
豊
岡
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
経
済
対
策

●
水
産
業
支
援

●
熊
対
策

●
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港

　清　
水　
　
　
寛
（
11
ペ
ー
ジ
）

●
ま
ち
を
活
性
化
さ
せ
る
施
策

福　
田　
嗣　
久
（
12
ペ
ー
ジ
）

●
新
年
度
予
算
編
成

●�

給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定

●
新
文
化
会
館
整
備

義　
本　
み
ど
り
（
12
ペ
ー
ジ
）

●�

学
校
に
お
け
る
会
計
年
度
任
用
職

員
の
配
置

●
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
重
要
性

●
豊
岡
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
水
道
料
金
の
値
上
げ

森　
垣　
康　
平
（
13
ペ
ー
ジ
）

●
情
報
発
信

●
農
業
施
策

●
振
興
局
体
制

●
水
道
料
金

岡　
本　
昭　
治
（
13
ペ
ー
ジ
）

●�

コ
ウ
ノ
ト
リ
と
共
に
生
き
る
豊
岡

の
実
現

●�

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
米
価
下
落
の

実
態
と
対
策

●
豊
岡
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

●�

内
水
被
害
軽
減
に
向
け
た
取
り
組

み
村　
岡　
峰　
男
（
14
ペ
ー
ジ
）

●
農
政

●
水
道
料
金
改
定

●
市
民
税
等
の
超
過
課
税

●
生
活
保
護
行
政

●
Ｄ
Ｘ
の
推
進

西　
田　
　
　
真
（
14
ペ
ー
ジ
）

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

●
水
道
料
金
の
見
直
し

●
新
文
化
会
館
整
備
事
業

●
豊
岡
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

●�

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付

金
●
地
域
振
興
券

●
消
防
団

●
有
害
鳥
獣
対
策
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写真下の 二次元バーコード で
質問の録画映像をご覧いただけます▼

■一般質問

答
水
道
事
業
は
独
立
採
算
で
あ
り
税
投
入
は
で
き
な
い

税
投
入
で
水
道
料
金
は
現
状
維
持
を

日本共産党豊岡市会議員団
須山　泰一 議員

豊義会

答
周
辺
環
境
の
変
化
、
社
会
情
勢
を
見
極
め
検
討

県
道
村
岡
竹
野
線
整
備
の
必
要
性
は

問　
11
月
よ
り
市
民
説
明
会

が
行
わ
れ
た
が
市
民
の
参
加

は
少
な
か
っ
た
。
中
身
に
つ

い
て
も
、
引
上
げ
案
に
対
し

て
様
々
な
疑
問
が
出
さ
れ
た
。

受
け
止
め
は
ど
う
か

答　
市
民
説
明
会
で
は
、
改

定
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
一

定
の
理
解
を
得
た
と
考
え
て

い
る
。
一
方
で
、
17
・
3
%

と
い
う
改
定
率
が
高
過
ぎ
る

と
い
う
意
見
や
、
時
期
が
悪

い
と
い
う
意
見
も
あ
り
、
再

考
を
求
め
る
意
見
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
先
延
ば
し
す
る
ほ

ど
水
道
事
業
の
経
営
状
態
は

悪
化
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
、

早
い
段
階
で
手
を
打
つ
必
要

が
あ
る
と
判
断
し
た
。

問　
市
民
生
活
の
側
は
収
入

は
増
え
ず
、
支
出
は
増
え
る
。

消
費
税
が
10
％
に
な
り
、
そ

の
上
に
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
。
基

金
を
崩
し
税
金
の
繰
入
れ
を

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か

答　
水
道
事

業
の
経
費
は 

地
方
財
政
法

や
地
方
公
営

企
業
法
に
、

地
方
公
営
企

業
の
経
営
に

伴
う
収
入
を

も
っ
て
充
て
ね
ば
な
ら
な
い

と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
独
立

採
算
制
の
原
則
の
立
場
を
取

っ
て
い
る
。

　
利
用
し
や
す
い
バ
ス
路

線
が
求
め
ら
れ
て
い
る

問　

今
後
に
つ
い
て
検
討

中
と
さ
れ
て
い
た
神
鍋
線

2
0
0
円
バ
ス
の
状
況
は
ど

う
か

答　
今
年
度
、
神
鍋
線
乗
っ

て
守
ろ
う
市
民
運
動
推
進
協

議
会
の
役
員
会
で
、
近
年
の

利
用
実
績
や
今
後
の
方
針
が

話
し
合
わ
れ
、
来
年
3
月
末

で
こ
の
社
会
実
験
を
終
了
す

る
方
針
が
固
め
ら
れ
た
。

問　
も
と
も
と
市
内
に
広
げ

る
考
え
で
は
な
か
っ
た
の
か

答　
当
初
の
目
的
は
神
鍋
線

を
2
0
0
円
で
行
う
こ
と
で
、

乗
車
数
が
増
え
経
営
が
賄
え

る
な
ら
、
他
の
路
線
で
も
や

ろ
う
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

し
か
し
、
な
か
な
か
数
字
が

伸
び
な
か
っ
た
。

米田　達也 議員

問　
県
道
村
岡
と
い
う
名
が

付
い
て
い
な
が
ら
行
き
止
ま

り
で
、
車
両
の
離
合
も
困
難

な
箇
所
が
あ
る
が
ど
う
か

答　
全
面
改
修
は
難
し
い
が

近
年
、
河
内
と
須
野
谷
に
待

避
所
が
整
備
さ
れ
た
。
今
後

も
行
き
違
い
が
困
難
な
箇
所

に
待
避
所
の
整
備
を
県
に
働

き
か
け
て
い
く
。

防
犯
対
策

問　
特
殊
詐
欺
に
対
し
有
効

と
聞
く
自
動
通
話
録
音
機
の

購
入
補
助
事
業
の
導
入
な
ど

高
齢
者
の
被
害
撲
滅
に
向
け

た
考
え
は
ど
う
か

答　
市
で
は
家

庭
の
電
話
機
を

留
守
番
電
話
に

設
定
し
、
発
信

者
を
確
認
し
電

話
に
出
る
こ
と

を
推
奨
し
て
い

る
。
ま
た
、
県

が
購
入
補
助
制
度
の
導
入
を

検
討
し
て
お
り
、
動
向
を
把

握
し
検
討
す
る
。

コ
ロ
ナ
対
策

問　
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
、
第
６

波
の
感
染
拡
大
が
懸
念
さ
れ

る
が
、
感
染
の
自
覚
症
状
が

な
く
と
も
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
容

易
に
受
け
ら
れ
る
セ
ン
タ
ー

的
な
場
所
が
無
い
か
と
の
声

を
聞
く
が
ど
う
か

答　
感
染
拡
大
が
み
ら
れ
る

場
合
、
知
事
の
判
断
に
よ
り
、

感
染
の
不
安
が
あ
る
無
症
状

者
も
検
査
が
無
料
で
受
け
ら

れ
る
場
所
を
今
後
確
保
す
る
。

地
域
デ
ザ
イ
ン
懇
談
会

問　
各
地
域
、
公
共
施
設
の

延
床
面
積
削
減
を
目
標
に
議

論
さ
れ
、
こ
の
結
果
を
受
け

今
後
、
施
設
の
集
約
、
削
減

の
指
針
と
な
る
の
か

答　
地
域
デ
ザ
イ
ン
プ
ラ
ン

と
い
う
形
で
年
度
内
に
施
設

保
有
量
の
最
適
化
や
維
持
管

理
・
運
営
費
用
の
削
減
・
平

準
化
に
有
益
な
も
の
は
、
今

後
可
能
な
範
囲
で
個
別
施
設

の
再
編
整
備
や
、
第
２
期
か

ら
の
公
共
施
設
再
編
計
画
な

ど
に
活
用
・
反
映
さ
せ
た
い
。

（
第
2
期
は
2
0
2
6
年
度

か
ら
）本年も皆さまのお声

を聞きながら、市政
へ反映できるよう努

めます。

議員のひとこと

市内各地から、引き
上げの延期や中止を
求める要望が、議会

に届いています。

議員のひとこと

県道村岡竹野線入口の河内
区内の道路

水道料金改定の説明会（11月
8日　日高）
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■一般質問

問　
全
国
で
学
校
園
の
敷
地

内
に
不
審
者
が
侵
入
し
て
子

ど
も
や
職
員
に
斬
り
か
か
る

事
件
が
多
発
す
る
中
、
国
は

防
犯
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
の

取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
る
。

市
と
し
て
、
緊
急
時
の
通
報

手
段
「
県
警
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」
の
未
設
置
施
設
へ
の
対

応
、
危
機
管
理
体
制
の
強
化
、

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か

答　
県
警
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の

機
器
設
置
に
つ
い
て
は
、
県

の
補
助
制
度
が
無
く
な
っ
た

現
在
は
、
自
己
負
担
で
設
置

さ
れ
て
い
る
私
立
園
も
あ
る

の
で
、
引
き
続
き
設
置
の
奨

励
を
行
っ
て
い
く
。
危
機
管

理
体
制
の
強
化
に
つ
い
て
は
、

各
園
で
安
全
教
育
の
一
環
と

し
て
、
警
察
署
の
協
力
で
不

審
者
の
侵
入
を
想
定
し
た
通

報
訓
練
や
、
園
児
・
職
員
を

対
象
と
し
た
防
犯
訓
練
な
ど

を
実
施
し
て
い
る
。
小
中
学

校
で
は
毎
年
度
危
機
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
見
直
し
、
全
教

員
で
共
通
理
解
を
図
り
訓
練

も
実
施
し
て
い
る
。
今
後
も

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
様
子

を
各
報
道
機
関
へ
情
報
提
供

し
、
学
校
だ
よ
り
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
家
庭
や
地
域
に

伝
え
る
な
ど
広
報
に
努
め
て

い
く
。
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

に
つ
い
て
は
、
55
学
校
園
に

1
1
7
台
を
設
置
。
区
や

P
T
A
等
の
団
体
が
市
の
補

助
金
を
活
用
し
て
設
置
さ
れ

た
防
犯
カ
メ
ラ
も
58
台
あ
り
、

犯
罪
の
抑
止
効
果
や
早
期
解

決
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

問　
国
や
県
が
観
光
需
要
喚

起
策
の
支
援
を
予
定
し
て
い

る
が
、
地
域
経
済
を
支
え
る

本
格
的
な
復
興
の
実
現
に
向

け
て
市
と
し
て
ど
う
す
る
の

か答　
と
よ
お
か
旅
ク
ー
ポ
ン

な
ど
の
利
用
期
限
延
長
に
つ

い
て
、
観
光
入
り
込
み
状
況

な
ど
を
総
合
的
に
検
討
し
、

必
要
経
費
も
十
分
に
考
慮
し

て
支
援
を
継
続
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。

答
引
き
続
き
内
容
を
充
実
さ
せ
防
犯
機
能
を
高
め
る

学
校
園
の
危
機
管
理
は
十
分
か
？

豊義会
芹澤　正志 議員

水
道
料
金
改
定
時
期

問　
料
金
改
定
の
タ
イ
ミ
ン

グ
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ま

に
丁
寧
な
説
明
を
し
尽
し
た

か
ど
う
か

答　
今
後
も
改
定
に
向
け
て

市
民
の
皆
さ
ま
に
さ
ら
に
説

明
を
尽
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

豊
岡
め
ぐ
み
・
ひ
か
り

幼
稚
園
の
統
合

問　
豊
岡
め
ぐ
み
園
舎
を
利

用
す
る
際
の
送
迎
時
の
安
全

対
策
は
ど
う
か

答　
保
護
者
送
迎
（
原
則
徒

歩
）
で
あ
る
が
、
自
家
用
車

で
の
送
迎
も
視
野
に
入
れ
、

利
用
し
て
い
た
だ
け
る
駐
車

場
を
検
討
し
て
い
る
。

問　
正
規
職
員
に
つ
い
て
10

年
後
も
公
立
園
の
保
育
士
と

し
て
勤
務
で
き
る
の
か
ど
う

か答　
10
年
後
も
公
立
園
は
5

園
が
残
る
こ
と
か
ら
公
立
園

で
勤
務
も
可
能
で
あ
る
。

旧
豊
岡
市
23
か
所
の
避

難
所
の
B※
C
P
対
策

問　
避
難
所
で
の
安
否
確
認

な
ど
情
報
収
集
す
る
手
段
と

し
て
ス
マ
ホ
や
携
帯
電
話
が

不
可
欠
で
あ
る
が
、
非
常
用

電
源
な
ど
の
設
置
状
況
は
ど

う
か

答　
文
教
府
の
1
か
所
の
み

で
あ
る
。

答
市
民
に
は
概
ね
ご
理
解
を
い
た
だ
い
て
い
る

水
道
料
金
改
定
時
期
の
市
民
理
解
度
は

ひかり
太田　智博 議員

めぐみ園舎を利用する際は、送迎時の安全対策の徹底を！

市民への負担も考慮
し、丁寧な説明と理

解が必要である。

議員のひとこと

避難所での安心面
からも非常用電源や

蓄電池の整備が
必要である。

議員のひとこと

子どもの登下校時に
は、地域の皆様の見

守り活動や情報交
換が大切です。

議員のひとこと

送迎時の安全・安心の
確保が大前提でないとい
けない。正規職員のやる

気・やりがいを担保す
ることが大事。

議員のひとこと

第40回かに王国開国式

※
Ｂ
Ｃ
Ｐ
…
災
害
等
の
非
常
事
態
で
も
、
重
要
な
事
業
を
継
続
し
早
期
復
旧
を
図
る
た
め
の
計
画



7○ 2022.2.25　とよおかし議会だより このページは質問者の責任において作成したものです。

写真下の 二次元バーコード で
質問の録画映像をご覧いただけます▼

■一般質問

令和とよおかクラブ

日本共産党豊岡市会議員団

石田　　清 議員

上田　伴子 議員

問　
市
内
経
済
は
コ
ロ
ナ
前

ま
で
に
は
回
復
し
て
い
な
い
。

水
道
料
金
の
値
上
げ
に
は
慎

重
を
期
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
売
上
、
雇
用
、
資
金
繰

り
の
動
向
、
米
価
下
落
の
影

響
は
ど
う
か

答　
7
月
か
ら
9
月
期
の
全

業
種
売
上
額
動
向
指
数
は
、

マ
イ
ナ
ス
22
・
2
ポ
イ
ン
ト
。

都
市
部
等
の
動
き
に
遅
れ
て

回
復
し
て
く
る
。
雇
用
調
整

助
成
金
を
利
用
し
て
い
る
事

業
者
数
等
は
横
ば
い
の
傾
向

に
あ
る
。
事
業
者
の
多
く
は

融
資
返
済
に
窮
し
て
い
る
状

況
に
は
な
い
。
農
家
収
入
は
、

1
農
家
当
た
り
年
間
平
均
約

20
万
円
の
減
収
が
推
定
さ
れ

る
。
市
は
、
支
え
る
べ
き
も

の
は
支
え
、
や
る
べ
き
こ
と

は
や
る
と
い
う
姿
勢
だ
。

問　
国
土
交
通
省
円
山
川
水

系
河
川
整
備
計
画
に
、
内
水

対
策
で
は
唯
一
掲
げ
ら
れ
て

い
る
国
府
地
区
内
水
対
策
に

関
し
、
八
代
排
水
機
場
の
排

水
ポ
ン
プ
が
機
能
を
発
揮
し

て
い
な
い
。
虹
の
街
付
近
は

毎
年
浸
水
に
悩
ま
さ
れ
て
お

り
、
緊
急
車
両
も
近
づ
け
な

い
。
西
芝
樋
門
の
排
水
ポ
ン

プ
計
画
は
17
・
4
ト
ン
だ
が
、

せ
め
て
4
ト
ン
程
度
の
排
水

ポ
ン
プ
を
、
と
の
要
望
が
あ

る
が
ど
う
か

答　
八
代
排
水
機
場
の
機
能

に
つ
い
て
は
、
内
水
発
生

時
の
状
況
を
把
握
す
る

た
め
、
簡
易
水
位
計
が

10
か
所
設
置
さ
れ
て
い

る
。
虹
の
街
付
近
に
つ

い
て
は
、
ポ
ン
プ
や
発

電
機
設
置
場
所
の
確
保

や
、
継
続
運
転
が
可
能

か
ど
う
か
な
ど
を
考
慮

し
た
上
で
、
市
独
自
の

応
急
的
な
排
水
ポ
ン
プ

の
設
置
を
検
討
し
た
い
。

西
芝
樋
門
付
近
の
対
策

に
つ
い
て
は
、
国
・
県
と
協

力
し
、
改
善
に
向
け
努
力
し

た
い
。

問　
八
代
小
学
校
の
小
規
模

特
認
校
制
度
導
入
要
望
へ
の

対
応
を
ど
う
す
る
か

答　
児
童
数
の
減
少
や
教
職

員
組
織
等
の
状
況
、
学
校
の

体
制
確
保
、
在
校
児
童
と
受

け
入
れ
児
童
へ
の
影
響
、
地

域
の
協
力
体
制
、
複
式
学
級

の
解
消
の
め
ど
等
の
観
点
か

ら
協
議
を
行
う
。

答
市
内
経
済
等
の
動
向
を
見
て
適
切
に
対
処
す
る

水
道
料
金
値
上
げ
は
慎
重
を
期
す
べ
き

答
公
共
交
通
は
社
会
資
本
と
と
ら
え
て
い
る

便
利
で
安
い
公
共
交
通
の
充
実
を
！

問　
交
通
弱
者
に
対
し
て
ど

の
よ
う
な
施
策
で
臨
ん
で
い

く
の
か

答　
イ
ナ
カ
ー
や
チ
ク
タ
ク

な
ど
の
バ
ス
交
通
の
充
実
を

は
か
っ
て
き
た
。
す
べ
て
の

市
民
が
豊
か
に
暮
ら
せ
る
よ

う
に
推
進
さ
せ
て
い
く
。

問　
竹
野
南
地
域
で
実
施
し

て
い
る
実
証
実
験
を
他
地
域

に
広
げ
て
い
く
考
え
は
な
い

か答　
該
当
地
区
は
、
小
学
校

の
統
合
で
イ
ナ
カ
ー
の
大
幅

減
便
予
定
が
あ
り
、
実
証
実

験
を
始
め
た
。
他
地
域
に
つ

い
て
は
、
実
験
結
果
も
踏
ま

え
、
地
域
ご
と
の
交
通
事
情

を
考
え
慎
重
に
検
討
す
る
。

問　
三
原
や
床
瀬
か
ら
豊
岡

病
院
に
行
く
と
料
金
が
大
変

高
い
。
市
が
援
助
を
し
て
安

く
で
き
な
い
か

答　
市
の
財
政
負
担
や
他
路

線
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て

設
定
し
て
い
き
た
い
。

奈
佐
小
の
跡
地
活
用
に
お

け
る
関
係
課
の
連
携
を
!

問　
奈
佐
地
域
か
ら
の
要
望

書
の
対
応
や
プ※

ロ
ポ
ー
ザ
ル

後
の
評
価
は
ど
う
か

答　
地
域
か
ら
体
育

館
と
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
使
用
継
続
等
の
要

望
が
あ
り
、
土
地
は

有
償
、
建
物
は
無
償

で
、
3
年
間
の
賃
貸

契
約
を
む
す
び
、
利

用
い
た
だ
い
て
い
る
。

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
は
、

地
域
と
の
連
携
重
視

を
基
準
と
し
、
地
域
の
要
望

も
示
し
審
査
し
た
。
今
回
は

不
採
用
だ
っ
た
が
、
今
後
も

基
準
は
変
え
ず
に
随
時
募
集

し
て
い
く
。

問　
跡
地
活
用
に
は
財
政
課

だ
け
で
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
政
策
課
、
教
育
委
員
会
な

ど
各
課
で
一
緒
に
す
す
め
て

も
ら
い
た
い
が
ど
う
か

答　
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
課
が

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
等
の
P
R
や

審
査
に
当
た
り
、
連
携
を
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
。

浸水した国府「虹の街」地区（令和3年8月15日）

跡地活用は地域コミュニティ活動の重要
拠点！

診察代は数百円なの
に、病院までの交通費は
往復三千円もかかる。年
金暮らしの高齢者が利

用しやすい料金に!

議員のひとこと

※
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
…
業
務
へ
の
提
案
を
募
集
し
、
最
も
優
れ
た
提
案
を
採
用
す
る
入
札
方
式
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■一般質問

問　
市
内
に
お
け
る
不
動
産

市
場
で
活
用
可
能
な
空
き
家

の
件
数
や
活
用
状
況
は

答　
総
務
省
に
よ
る
直
近
2 

0
1
8
年
の
住
宅
・
土
地
統

計
調
査
に
よ
る
と
、
市
内
の

空
き
家
の
総
数
は
5
8
5
0

戸
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

実
際
に
使
用
可
能
な
空
き
家

は
不
動
産
事
業
者
が
管
理
・

仲
介
し
て
い
る
が
、
事
業
者

も
多
く
、
全
体
像
は
把
握
で

き
て
な
い
。
な
お
、
空

き
家
物
件
情
報
は
市
の

「
飛
ん
で
る
ロ
ー
カ
ル

豊
岡
」
の
サ
イ
ト
に
掲

載
し
、
移
住
希
望
者
の

増
加
も
あ
り
利
活
用
の

成
果
が
出
て
き
て
い
る
。

今
後
、
物
件
情
報
の
均

一
化
を
図
り
掲
載
数
を

増
や
す
体
制
づ
く
り
を

検
討
し
て
い
る
。

問　
学
生
向
け
シ
ェ
ア

ハ
ウ
ス
整
備
補
助
等
に

よ
る
空
き
家
活
用
状
況
は

答　
本
年
4
月
の
芸
術
文
化

観
光
専
門
職
大
学
開
学
時
、

県
の
制
度
拡
充
に
合
わ
せ
て

補
助
制
度
を
設
け
た
。
何
件

か
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
が
、

昭
和
56
年
の
建
築
基
準
法
改

正
前
に
建
て
ら
れ
た
た
め
、

耐
震
性
を
有
す
る
物
件
で
あ

る
こ
と
が
条
件
で
あ
り
、
残

念
な
が
ら
実
績
は
な
い
。
県

の
制
度
に
協
調
し
た
市
の
補

助
で
あ
り
要
件
変
更
は
困
難
。

候
補
物
件
の
学
生
向
け
見
学

会
の
実
施
に
よ
る
情
報
収
集

を
行
う
な
ど
、
今
後
も
空
き

家
活
用
を
図
り
た
い
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

問　
構
築
に
向
け
た
取
り
組

み
は

答　

市
で
は
推
進
に
向
け

て
、
在
宅
医
療
・
介
護
連
携

の
推
進
、
認
知
症
施
策
の
推

進
、
地
域
ケ
ア
会
議
の
推
進
、

生
活
支
援
・
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
と
強
化
、
高
齢

者
の
社
会
参
加
の
促
進
、
こ

れ
ら
5
つ
の
視
点
を
重
点
施

策
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
後
も
地
域
ケ
ア
会
議
に
お

け
る
検
討
に
て
、
地
域
に
共

通
す
る
課
題
や
有
効
な
支
援

策
を
明
ら
か
に
し
、
不
足
す

る
資
源
の
開
発
や
高
齢
者
の

自
立
支
援
に
必
要
な
施
策
を

展
開
し
た
い
。

問　
広
報
活
動
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

新
た
に
活
用
で
き
な
い
か

答　
S
N
S
を
活
用
し
た
行

政
情
報
の
発
信
を
検
討
し
て

い
る
。
先
行
し
て
、
ツ
イ
ッ

タ
ー
に
よ
る
情
報
発
信
を
試

験
実
施
し
た
い
。
ツ
イ
ッ
タ

ー
は
拡
散
性
が
あ
り
、
災
害

時
の
情
報
発
信
に
有
効
。
こ

の
媒
体
を
使
っ
て
、
行
政
情

報
、
緊
急
・
災
害
情
報
を
は

じ
め
、
若
い
世
代
に
も
関
心

を
持
っ
て
も
ら
え
る
情
報
を

発
信
し
た
い
。
L
I
N
E
、

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
活
用
に

つ
い
て
は
今
後
研
究
し
た
い
。

S
L
公
園

問　
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
を
し

て
も
よ
い
場
所
が
限
ら
れ
て

い
る
。
今
後
の
整
備
に
つ
い

て
は
ど
う
か

答　
今
の
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー

ト
場
（
中
央
公
園
い
こ
い
、

通
称
S
L
公
園
）
に
つ
い
て

は
、
整
備
後
ま
だ
一
度
も
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
打
ち
替
え
等

は
行
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ

る
。
一
度
路
面
の
状
態
を
確

認
し
、
ど
う
い
う
こ
と
が
で

き
る
の
か
と
い
う
こ
と
も
含

め
て
、
検
討
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

全
但
バ
ス

問　
土
日
・
祝
日
限
定
で
上

限
金
額
を
定
め
た
プ
ラ
ン
や

定
期
券
で
は
な
く
、
豊
岡
市

内
の
全
路
線
が
月
額
料
金
で

乗
り
放
題
プ
ラ
ン
な
ど
、
現

在
と
は
異
な
る
新
た
な
利
活

用
方
法
は
ど
う
か

答　
現
在
、
全
但
バ
ス
株
式

会
社
か
ら
は
、
質
問
の
内
容

に
つ
い
て
は
考
え
て
お
ら
ず
、

逆
に
、
土
日
・
祝
日
に
つ
い

て
は
利
用
者
が
少
な
く
、
減

便
な
ど
を
検
討
し
た
い
と
の

こ
と
。
現
時
点
で
は
、
提
案

に
対
し
て
の
市
独
自
の
考
え

は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。

空
き
家
活
用
の
状
況
は
？

豊義会

豊義会

荒木慎大郎 議員

小森　弘詞 議員

広
報
活
動
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
を

答
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
試
験
実
施
予
定

答
制
度
を
活
か
し
積
極
的
な
空
き
家
利
活
用
を
進
め
る

議会の中だけでは十分な発言がで
きず、議会終了後に各部署と会合し、

今回の内容を実現できるように進
めてまいります。

議員のひとこと

市民に伝わりやすい広報活動を

4月には第2期生を迎える芸術文化観光専門職大学
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■一般質問

問　
学
校
の
統
合
、
小
規
模

特
認
校
と
し
て
学
校
を
残
す
、

ど
ち
ら
に
し
て
も
該
当
地
区

は
相
当
の
覚
悟
が
い
る
。
八

代
小
学
校
は
小
規
模
特
認
校

と
し
て
、
ど
う
し
た
ら
学
校

を
残
し
て
い
け
る
の
か
と
い

う
考
え
に
立
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
う
が
ど
う
か

答　
小
規
模
特
認
校
の
制
度

自
体
を
否
定
し
て
い
る
も
の

で
は
な
い
。
私
た
ち
も
相
当

な
覚
悟
で
協
議
す
べ
き
。
地

域
に
も
子
ど
も
た
ち
に
も
い

い
結
論
を
検
討
し
て
い
く
。

問　
「
非
認
知
能
力
」
を
ど

の
よ
う
に
し
て
す
べ
て
の
教

科
、
領
域
に
展
開
し
て
い
く

の
か

答　
次
年
度
以
降
、
授
業
の

教
育
効
果
に
つ
い
て
研
究
者

に
よ
る
評
価
検
証
の
実
施
手

法
を
検
討
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
教
育
全
体
の
質
の

向
上
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

「
子
育
て
な
ら
豊
岡
」

問　

ふ
る
さ
と
納
税
は

2
0
2
0
年
8
億
6
4
0
0 

万
円
、
2
0
2
5
年
目
標
15 

億
円
と
な
っ
て
い
る
。
人
を

育
む
分
野
の
増
額
分
を
中
学

3
年
生
ま
で
の
医
療
費
無
償

化
に
充
て
ら
れ
な
い
か

答　
ア
イ
テ
ィ
の
子
育
て
支

援
総
合
拠
点
の
維
持
管
理
費

に
充
て
る
予
定
に
し
て
い
る
。

問　
ふ
る
さ
と
納
税
の
増
え

た
分
は
、
ア
イ
テ
ィ
の
子
育

て
支
援
総
合
拠
点
の
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
に
使
わ
れ
て
し

ま
う
と
い
う
こ
と
か

答　
増
え
た
分
で
は
な
い
が
、

共
益
費
、
駐
車
場
の
費
用
に

充
当
し
て
い
く
。

除
雪
対
策

問　
区
が
除
雪
し
て
い
る
市

道
が
あ
る
。
人
件
費
、
燃
料

費
を
助
成
で
き
な
い
か

答　
以
前
よ
り
行
っ
て
お
ら

ず
、
今
後
も
考
え
は
持
っ
て

い
な
い
。

問　
子
育
て
世
代
へ
の

臨
時
特
別
給
付
金
は
年

内
給
付
と
な
っ
た
が
、

残
り
5
万
円
の
支
給
と

高
校
生
へ
の
支
給
に
つ

い
て
は
ど
う
か

答　
残
り
5
万
円
は
現

金
で
来
年
支
給
し
た
い
。

高
校
生
に
つ
い
て
は
、

申
請
書
の
提
出
後
、
所

得
状
況
を
審
査
し
速
や

か
に
支
給
す
る
。

ア
イ
テ
ィ
子
ど
も
広
場

の
利
用
料

問　
使
用
料
が
保
護
者
を
含

め
て
5
0
0
円
。
子
育
て
世

代
を
応
援
す
る
た
め
の
減
額

や
、
お
試
し
期
間
を
限
定
し

て
無
料
な
ど
の
考
え
は

答　
申
請
に
よ
り
使
用
料
を

減
額
又
は
、
免
除
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
使
用
料
を
減
免

す
べ
き
具
体
的
な
内
容
、
方

法
な
ど
検
討
し
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
化
の
促
進

問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
普
及
を
進
め
る
と
同
時
に
、

消
費
喚
起
に
つ
な
げ
る
取
り

組
み
は
ど
う
か

答　
市
職
員
が
依
頼
に
応
じ

て
地
域
や
企
業
に
出
向
き
、 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申

請
受
付
を
実
施
し
て
い
る
。

国
の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
、

今
回
の
コ
ロ
ナ
克
服
、
新
時

代
開
拓
の
た
め
の
経
済
対
策

と
し
て
、
最
大
2
万
円
相
当 

の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
付
与
の

検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

市
の
窓
口
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
周
知
を
図
り
、
窓
口

で
の
手
続
き
支
援
を
実
施
し

カ
ー
ド
取
得
を
促
進
す
る
。

安
心
・
安
全
を
目
指
す

交
通
安
全
対
策

問　
道
路
の
区
画
線
の
整
備

は
自
動
運
転
シ
ス
テ
ム
車
の

普
及
対
策
と
し
て
も
重
要
で

は
な
い
か

答　
区
画
線
の
再
設
置
が
不

十
分
な
路
線
が
多
く
あ
り
、

県
市
町
交
通
災
害
共
済
組
合

の
分
配
金
を
活
用
し
、
区
画

線
の
適
切
な
修
繕
、
整
備
に

努
め
る
。

小
規
模
特
認
校
と
は

豊岡市議会公明党

令和とよおかクラブ

芦田　竹彦 議員

田原　宏二 議員

子
育
て
世
代
へ
の
支
援
充
実
を

答
特
別
給
付
金
10
万
円
は
一
括
処
理
で
進
め
る

答
市
内
の
ど
こ
か
ら
で
も
就
学
を
認
め
る
制
度

子育てなら豊岡
を目指し充実
を図るべき。

議員の
ひとこと

子育てなら豊岡を目指す突き抜けた支援を！

地区より小規模特認校の要望がある八代
小学校

非認知能力の展
開も子育て支
援のひとつ。

議員の
ひとこと

これだと中学3年生
までの医療費無償化
は、いつまで経って

もできない。

議員のひとこと
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■一般質問

域
内
産
業
へ
の
施
策
と

今
後
の
成
長
戦
略

問　
市
の
基
盤
産
業
は
か
ば

ん
・
観
光
産
業
だ
が
、
コ
ロ

ナ
禍
で
は
厳
し
い
産
業
と
な

っ
て
お
り
、
経
済
や
雇
用
を

守
る
観
点
か
ら
も
支
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が

ど
う
か

答　
域
内
産
業
、
企
業
が
元

気
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
施
策
を
今
後
も
し
っ
か
り

と
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
経
済
を
し
っ
か
り
と
つ

く
っ
て
い
く
た
め
に
も
豊
岡

オ
リ
ジ
ナ
ル
で
特
区
的
な
戦

略
を
創
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
ど
う
か

答　
大
き
な
検
討
課
題
だ
が

着
手
し
て
い
き
た
い
。

長
期
財
政
見
通
し
か
ら

見
た
施
設
の
あ
り
方

問　
厳
し
い
財
政
の
中
で
莫

大
な
税
金
を

投
入
す
る
新

文
化
会
館
事

業
。
総
額
56 

億
円
の
予
算

で
本
当
に
で

き
る
の
か

答　
実
施
設
計
業
務
を
進
め

る
中
で
56
億
円
を
超
え
な
い

よ
う
に
ま
と
め
た
い
。

問　
計
画
で
10
億
、
15
億
円

増
と
な
っ
た
場
合
は
ど
う
す

る
の
か

答　
落
と
せ
る
も
の
は
落
と

し
、
総
額
内
で
収
め
て
い
く
。

豊
岡
市
の
教
育

問　
厳
し
い
財
政
の
中
、
子

ど
も
た
ち
の
教
育
に
か
な
り

の
影
響
が
出
て
い
る
。
教
育

の
権
利
を
守
る
た
め
の
必
要

経
費
と
し
て
予
算
増
額
は
考

え
ら
れ
る
の
か

答　
こ
れ
ま
で
ど
う
い
っ
た

方
向
を
市
が
向
い
て
き
て
、

予
算
が
ど
う
分
配
さ
れ
た
か

を
見
た
上
で
の
判
断
が
必
要
。

公
約
的
な
内
容
も
あ
り
、
そ

れ
を
反
映
し
た
予
算
に
な
る

は
ず
で
あ
る
。

問　
2
0
2
0
年
に
開
通
し

た
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
ト

レ
イ
ル
・
市
内
の
登
山
道
に

関
し
て
、
利
活
用
・
継
続
的

な
整
備
を
ど
う
考
え
る
か

答　
豊
岡
市
は
健
康
や
ス
ポ

ー
ツ
を
軸
と
し
た
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
、
ト
レ
イ
ル
は
新
た
な

体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
積

極
的
に
活
用
し
、
観
光
振
興

や
大
交
流
の
推
進
に
関
す
る

整
備
に
つ
い
て
は
、
必
要
な

支
援
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
る
。

問　
市
民
の
強
い
期
待
と
高

い
効
果
の
あ
っ
た
キ
ッ
ズ
ワ

イ
ル
ド
事
業
が
今
は
取
り
組

ま
れ
て
い
な
い
。
事
業
の
在

り
方
を
見
直
し
、
再
開
を
検

討
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か

答　
事
業
は
や
め
た
わ
け
で

は
な
く
、
植
村
直
己
冒
険
館

に
引
き
継
い
だ
と
い
う
認
識

で
あ
る
。
新
た
な
施
設
ど
ん

ぐ
り
bベ
ー

ス

a
s
e
は
子
ど
も
の

挑
戦
心
を
育
む
と
い
う
こ
と

を
存
在
意
義
と
し
て
作
っ
た
。

従
来
の
対
象
年
齢
が
カ
バ
ー

で
き
て
い
な
い
件
に
関
し
て

は
今
後
新
た
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
開
発
し
て
展
開
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
2
0
2
3
年
に
開
山

1
0
0
周
年
を
迎
え
る
神
鍋

高
原
ス
キ
ー
場
は
、
密
を
避

け
た
体
験
型
観
光
地
と
し

て
注
目
さ
れ
る
と
同
時
に
、

温
暖
化
の
影
響
を
受
け
、

ス
キ
ー
場
存
続
の
危
機
に

あ
る
と
考
え
る
。
神
鍋
高

原
ス
キ
ー
場
の
1
0
0
周

年
、
お
よ
び
今
後
に
つ
い

て
ど
う
考
え
る
か

答　
神
鍋
高
原
は
、
市
の

重
要
な
観
光
資
源
と
し
て

認
識
を
し
て
お
り
、
ス
キ

ー
場
は
も
と
よ
り
、
地

域
の
誘
客
促
進
に
つ
い
て
、

必
要
に
応
じ
て
支
援
を
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

ま
た
、
ス
キ
ー
場
の
運
営
に

つ
い
て
は
、
地
球
温
暖
化
の

影
響
を
直
接
受
け
る
産
業
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
恩
恵

を
受
け
る
市
や
地
域
、
住
民

は
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削

減
な
ど
に
真
剣
に
向
か
い
合

う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
こ
う
し
た
取
組
も
地
域

と
一
緒
に
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
る
。

豊
岡
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
の
特
区
戦
略
は
？

つなぐ

令和とよおかクラブ

前田　敦司 議員

田中藤一郎 議員

ジ
オ
パ
ー
ク
ト
レ
イ
ル
を
ど
う
考
え
る

答
積
極
的
に
活
用
し
、
必
要
な
支
援
を
し
て
い
く

答
大
き
な
検
討
課
題
だ
が
着
手
し
て
い
く

人口減少対策をする
上で重要な施策が子
育てと教育です。し
っかりと見ていき

たい。

議員のひとこと

2023年に100周年を迎える神鍋のスキー場

市の言葉に嘘偽り
がないように今後
もしっかりと見つ

めていきたい。

議員のひとこと

学校が無くなり、そして
地域も無くなる！
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■一般質問

脱
炭
素
時
代
に
向
け
て

問　
温
暖
化
対
策
を
契
機
と

し
た
脱
炭
素
時
代
は
、
国
の

グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略
で
幅
広

い
分
野
の
成
長
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。
市
の
環
境
経
済
戦

略
で
も
14
分
野
に
取
り
組
ん

で
は
ど
う
か

答　
グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略
で

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
輸
送
・

製
造
、
家
庭
・
オ
フ
ィ
ス
関

連
産
業
の
う
ち
、
成
長
が
期

待
さ
れ
る
14
の
産
業
分
野
を

設
定
、
技
術
開
発
か
ら
商
業

化
ま
で
明
示
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復

帰
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
環
境

経
済
戦
略
は
、
環
境
へ
の
取

り
組
み
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た

経
済
効
果
が
共
鳴
す
る
こ
と

に
よ
り
、
と
も
に
発
展
さ
せ

る
も
の
。
対
象
と
す
る

産
業
の
規
模
感
が
違
い
、

14
分
野
を
そ
の
ま
ま
当

て
は
め
る
こ
と
は
難
し

い
が
、
経
済
成
長
と
環

境
適
合
を
う
ま
く
循
環

さ
せ
る
と
い
う
根
幹
は

共
通
し
て
い
る
。
環
境

経
済
戦
略
の
5
つ
の
柱
、

①
豊
岡
型
地
産
地
消
の

推
進
②
豊
岡
型
環
境
創

造
型
農
業
の
推
進
③
コ

ウ
ノ
ト
リ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
展
開
④
環
境
経
済
型

企
業
の
集
積
⑤
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
促
進
に
引
き
続

き
取
り
組
み
、
強
化
す
る
こ

と
で
、
市
内
経
済
の
グ
リ
ー

ン
成
長
に
つ
な
げ
て
い
く
。

問　
資
源
循
環
型
社
会
の
取

り
組
み
も
持
続
可
能
な
社
会

に
不
可
欠
で
あ
り
、
ご
み
の

減
量
、
再
資
源
化
に
お
け
る

リ
サ
イ
ク
ル
率
の
向
上
も
必

須
と
考
え
る
が
ど
う
か

答　

市
内
の
自
治
会
や

P
T
A
等
の
団
体
が
回
収
し

た
古
紙
等
の
資
源
ご
み
の
量

に
応
じ
補
助
金
を
交
付
し
て

い
る
。
昨
年
度
の
実
績
は
、

延
べ
5
8
3
団
体
1
8
5
9

ト
ン
回
収
。
し
か
し
、
ク
リ

ー
ン
パ
ー
ク
北
但
の
資
源
ご

み
搬
入
量
や
古
紙
等
の
集
団

回
収
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、

ご
み
減
量
に
対
す
る
意
識
の

向
上
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
対
す

る
機
運
を
高
め
て
実
践
に
つ

な
げ
た
い
。

学
校
の
統
廃
合

問　
静
修
地
区
で
は
議
論
が

進
み
、
早
期
解
決
の
要
望
が

あ
る
。
八
代
地
区
で
は
小
規

模
特
認
校
実
現
の
強
い
要
望

が
あ
る
。
地
元
に
寄
り
添
っ

た
対
応
を
求
め
る
が
ど
う
か

答　
八
代
地
区
と
は
年
明
け

早
々
に
協
議
し
た
い
。
静
修

地
区
も
課
題
が
解
決
し
た
ら

早
期
に
実
現
で
き
る
よ
う
協

議
し
た
い
。

問　
学
校
が
な
く
な
る
と
地

域
が
さ
み
し
く
な
る
と
い
う

不
安
が
強
い
。
特
に
港
地
区

で
は
将
来
的
に
中
学
校
も
な

く
な
る
計
画
。
こ
う
し
た
地

域
を
元
気
づ
け
る
議
論
を
求

め
る
が
ど
う
か

答　
議
論
を
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

水
産
業
の
振
興

問　

船
員
確
保
の
た
め
漁

協
や
船
主
は
外
国
人
人
材

の
確
保
を
進
め
て
い
る

が
、
国
内
人
材
の
確
保

の
た
め
に
他
の
自
治
体

で
は
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
豊
岡
市
も
取
り
組

む
べ
き
で
は

答　
先
進
地
の
事
例
を

研
究
し
た
い
。

問　
水
産
加
工
業
者
に

対
す
る
支
援
に
ぜ
ひ
力

を
入
れ
て
い
た
だ
き
た

い
が
ど
う
か

答　
今
後
研
究
し
た
い
。

熊
対
策

問　
日
高
の
市
街
地
に
熊
が

出
没
し
、
解
決
に
三
日
間
を

要
し
た
。
周
辺
住
民
に
長
く

大
変
迷
惑
を
か
け
た
。
今
後

の
体
制
を
市
・
県
・
県
警
で

話
し
合
う
べ
き
だ
が
ど
う
か

答　
十
分
関
係
機
関
で
調
整

を
図
り
た
い
。

問　
熊
の
出
没
が
続
く
の
は

熊
と
人
間
の
住
む
エ
リ
ア
が

交
錯
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の

で
は
。
こ
の
距
離
を
開
け
る

施
策
を
求
め
る
が
ど
う
か

答　
専
門
家
や
県
と
相
談
し
、

そ
の
よ
う
に
な
る
よ
う
努
め

た
い
。

地
域
の
経
済
循
環
を
ど
う
考
え
る
？

会派　おおぞら

令和とよおかクラブ

前野　文孝 議員

清水　　寛 議員

学
校
統
合
問
題
は
地
域
に
寄
り
添
っ
て

答
地
域
と
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い

答
市
内
観
光
地
と
連
携
し
て
、
消
費
や
利
用
を
進
め
る

人口減少は急速に
進み、他の課題も山
積している。早急
な施策展開を求

めたい。

議員のひとこと

学校だけでなく地区でもリサイクル活動が広がれば
いい

統廃合問題に揺れる豊岡市立静修小学校
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■一般質問

問　
発
達
障
害
者
支
援
法
の

制
定
は
支
援
教
育
に
大
き
な

変
化
を
も
た
ら
し
、
早
期
支

援
に
つ
な
ご
う
と
教
育
現
場

は
努
力
し
て
い
る
が
、
特
別

支
援
教
育
支
援
員
の
充
足
率

が
2
0
1
7
年
度
か
ら
5
年

間
40
％
台
に
留
ま
っ
て
い
る
。

イ※

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
観

点
か
ら
も
支
援
教
育
が
充
実

す
る
こ
と
は
対

象
児
童
に
限
ら

ず
、
す
べ
て
の

子
ど
も
の
利
益

に
な
り
、
拡
充

す
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か

答　
特
別
支
援

教
育
支
援
員
の

重
要
性
に
つ
い

て
は
、
学
校
園

で
は
特
別
支
援

学
級
は
も
ち
ろ

ん
、
通
常
学
級

に
お
い
て
も
障

害
が
あ
る
児
童
等
が
多
数
学

ん
で
い
て
、
特
別
な
支
援
を

必
要
と
す
る
児
童
等
の
数
は

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
特

別
支
援
教
育
支
援
員
の
配
置

は
子
ど
も
一
人
一
人
を
大
切

に
し
、
き
め
細
か
く
適
切
な

教
育
・
保
育
を
行
う
た
め
に

極
め
て
重
要
な
施
策
で
あ
る

と
考
え
る
。
配
置
拡
充
に
向

け
て
検
討
、
協
議

を
進
め
な
が
ら
適

切
に
対
応
し
て
ま

い
り
た
い
。

問　
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
は
学
校
、

幼
稚
園
、
認
定
こ

ど
も
園
、
保
育
園

と
と
も
に
子
ど
も

に
と
っ
て
重
要
な

場
所
と
考
え
ら
れ

る
。
専
用
施
設
が

な
い
ク
ラ
ブ
で
は

職
員
の
負
担
が
大

き
い
が
、
改
善
策

と
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
か

答　
本
市
の
小
学
生
児
童
数

に
対
す
る
児
童
ク
ラ
ブ
の
利

用
率
は
34
・
3
%
で
、
県
内

で
も
高
く
、ニ
ー
ズ
が
高
い
。

幼
稚
園
の
一
部
を
間
借
り
し

て
開
設
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
で

は
園
の
行
事
や
そ
の
準
備
で

十
分
な
保
育
ス
ペ
ー
ス
が
確

保
で
き
ず
、
そ
の
度
ご
と
に

近
隣
の
施
設
を
借
り
て
開
設

し
て
い
る
。
普
段
使
用
し
て

い
る
本
や
お
も
ち
ゃ
、
着
替

え
な
ど
を
臨
時
の
場
所
に
移

動
す
る
た
め
に
職
員
の
負
担

が
大
き
い
。
閉
園
後
の
幼
稚

園
の
利
用
や
小
学
校
内
に
開

設
す
る
こ
と
で
問
題
の
解
決

を
目
指
し
た
い
。

問　
市
民
が
主
人
公
と
い
う

視
点
の
新
年
度
予
算
編
成
へ

の
反
映
と
関
貫
カ
ラ
ー
の
展

開
は

答　
市
民
目
線
を
基
本
と
し

て
市
民
の
日
々
の
暮
し
を
支

え
、
豊
岡
で
暮
ら
し
て
よ
か

っ
た
と
実
感
で
き
る
町
づ
く

り
を
進
め
る
。
0
〜
3
歳
児

の
医
療
費
の
無
料
化
、
子
育

て
支
援
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
、

ひ
き
こ
も
り
対
策
、
若
者
会

議
の
創
設
な
ど
予
算
措
置
の

検
討
、
真
に
必
要
な
事
業
へ

の
予
算
付
け
を
行
う
。
一
方

で
、
市
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
も

考
え
予
算
編
成
を
行
う
。

水
道
料
金
値
上
げ
改
定

問　
令
和
2
年
度
決
算
か
ら

急
い
で
引
上
げ
を
図
る
必
要

は
な
い
と
思
う
が
ど
う
か

答　
昨
年
度
ま
で
は
利
益
は

出
て
い
る
。
こ
の
先
人
口
減

で
収
入
減
と
な
り
、
10
年
後

に
現
在
の
32
億
円
が
枯
渇
す

る
見
込
み
。
今
後
の
施
設
更

新
へ
向
け
可
能
な
限
り
事
業

費
の
平
準
化
を
図
る
。
将
来

世
代
の
負
担
を
減
ら
す
た
め

に
手
を
打
つ
必
要
が
あ
る
。

こ
ど
も
医
療
費
無
料
化
と

中
核
工
業
団
地
特
別
料
金

問　
0
〜
3
歳
児
の
医
療
費

無
料
化
に
予
算
は
い
く
ら
必

要
か
。
中
3
ま
で
無
料
化
す

れ
ば
、
い
く
ら
必
要
か

答　
年
間
約
1
8
0
0 

万
円
必
要
。
所
得
制
限

な
し
で
4
歳
〜
中
3
ま

で
6
6
0
0
万
円
必
要

で
あ
る
。

問　
特
別
料
金
の
た
め

毎
年
5
2
0
0
万
円
程

度
を
一
般
会
計
よ
り
水

道
事
業
に
繰
り
出
す
。

本
市
3
万
3
0
0
0
世

帯
誰
も
が
1
5
0
0
円

以
上
の
お
金
を
出
し
て

い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が

合
併
し
て
17
年
、
連
綿
と
続

い
て
い
る
こ
と
は
異
様
に
思

う
。
企
業
の
社
会
的
責
任
と

い
う
考
え
の
下
、
繰
出
し
を

や
め
れ
ば
こ
ど
も
医
療
費
の

無
料
化
の
資
金
に
な
る
が
ど

う
か

答　
30
年
前
の
旧
豊
岡
の
施

策
で
あ
り
契
約
で
動
か
せ
な

い
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
。

改
善
で
き
る
こ
と
は
改
善
す

る
方
向
で
頭
を
巡
ら
せ
た
い
。

支
援
教
育
体
制
が
脆
弱
だ
が
ど
う
か

令和とよおかクラブ

ひかり

福田　嗣久 議員

義本みどり 議員

初
め
て
の
予
算
編
成
方
針
は

答
豊
岡
で
暮
ら
し
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
に

答
検
討
、
協
議
を
進
め
な
が
ら
適
切
に
対
応
し
た
い

※
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
…
多
様
性
を
認
め
る
こ
と
を
目
指
す
教
育

連綿と続く水道特別料金

このままでは現場がもたん！子どもの未来は社会の未来

子どもの利益を
最優先に考え  

よう。

議員の
ひとこと
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■一般質問

豊
岡
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

問　
豊
岡
市
が
管
理
す
る
多

く
の
施
設
が
公
共
施
設
再
編

計
画
に
基
づ
い
て
再
編
し
て

い
く
中
、
引
き
続
き
行
政
財

産
と
し
て
存
続
さ
せ
る
た
め

に
は
、
そ
の
施
設
に
ど
の
よ

う
な
政
策
的
な
役
割
を
持
た

せ
る
の
か
、
明
確
に
し
て
お

く
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か

答　
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で

あ
る
医
師
会
と
社
会
福
祉
協

議
会
が
活
動
す
る
場
所
を
代

案
と
し
て
提
供
で
き
る
の
か
、

検
討
を
行
っ
た
が
、
今
の
と

こ
ろ
提
供
で
き
る
方
法
が
な

い
た
め
、
福
祉
の
拠
点
と
な

る
も
の
が
必
要
で
あ
る
と
の

政
策
判
断
に
至
っ
た
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
と
共
に
生

き
る
豊
岡
を
実
現

問　
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
共
に
生

き
る
豊
岡
を
実
現
す
る
た
め
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
推
進
し

て
い
く
の
か

答　
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
生
息
し

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
田
ん

ぼ
・
河
川
・
湿
地
な
ど
の
保

全
や
再
生
、
ま
た
持
続
的
な

取
り
組
み
と
す
る
た
め
の
環

境
教
育
な
ど
の
人
材
育
成
、

豊
岡
市
以
外
の
地
域
と
連
携

し
た
課
題
解
決
へ
の
取
り
組

み
を
さ
ら
に
進
め
た
い
。

内
水
被
害
軽
減
の
取
り
組
み

問　
国
土
交
通
省
が
保
有
す

る
移
動
式
排
水
ポ
ン
プ
車
の

稼
働
を
行
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
条
件

が
あ
る
の
か

答　
国
土
交
通
省
は
応
援
を

行
う
時
期
を
「
重
大
な
災
害

が
発
生
ま
た
は
発
生
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
場
合
」
と
さ
れ

て
い
る
。
床
上
浸
水
な
ど
の

重
大
な
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
市
の
災
害
対
策
本
部
に

お
い
て
市
内
の
優
先
度
を
考

慮
し
な
が
ら
出
動
の
要
請
を

検
討
し
た
い
。

豊
岡
市
情
報
発
信

問　
各
部
署
の
垣
根
を
越
え

て
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
意
識

の
共
有
や
戦
略
会
議
は
行
わ

れ
て
い
る
の
か

答　
現
在
は
各
部
署
の
垣
根

を
越
え
て
意
識
共
有
の
場
は

設
け
ら
れ
て
い
な
い
。
今
後

は
豊
岡
市
全
体
の
ブ
ラ
ン
ド

の
確
立
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

問　
豊
岡
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
は
グ※

ー
グ
ル
ア
ナ
リ
テ

ィ
ク
ス
を
利
用
し
て
分
析
・

解
析
を
ど
れ
く
ら
い
の
頻
度

で
行
っ
て
い
る
の
か

答　
毎
月
ア
ク
セ
ス
件
数
の

把
握
は
し
て
い
る
が
、分
析・

解
析
は
で
き
て
い
な
い
。
今

後
は
他
部
署
と
も
連
携
し
て

デ
ー
タ
の
分
析
・
解
析
を
行

い
、
利
便
性
の
高
い
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
改
善
し
た
い
。

豊
岡
グ
ッ
ド
ロ
ー
カ
ル
農
業

問　
農
業
の
担
い
手
不
足
は

大
き
な
課
題
だ
が
、
具
体
的

な
取
り
組
み
は
ど
う
か

答　
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
後

の
新
た
な
施
策
は
検
討
中
。

以
前
か
ら
農
業
ス
ク
ー
ル
の

開
設
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊

に
よ
っ
て
、
担
い
手
確
保
の

対
策
や
経
営
体
の
法
人
化
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

問　
地
産
地
消
の
推
進
は
重

要
な
取
り
組
み
と
思
わ
れ
る

が
、
現
在
の
取
り
組
み
や
今

後
の
方
針
は
ど
う
か

答　
現
時
点
で
の
取
り
組
み

と
し
て
は
、
学
校
給
食
で
の

地
元
食
材
の
積
極
的
な
使
用

や
農
産
物
直
売
所
、
道
の
駅

等
で
の
農
産
物
の
販
売
が
中

心
。
今
後
は
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て

推
進
し
て
い
き
た
い
。

問　
豊
岡
グ
ッ
ド
ロ
ー
カ
ル

農
業
施
策
の
今
後
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は

答　
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
委

員
会
で
内
容
に
つ
い
て
い
ろ

い
ろ
議
論
を
し
、
こ
の
中
で

具
体
的
な
施
策
の
優
先
順
位

も
検
討
し
て
、
優
先
順
位
の

高
い
施
策
が
決
ま
っ
た
後
、

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
具
体
的

な
実
行
に
移
行
し
て
い
き
た

い
。

政
治
的
判
断
と
は

豊義会

豊義会

森垣　康平 議員

岡本　昭治 議員

情
報
戦
略
で
の
各
部
署
の
連
携
は
？

答
各
部
署
の
垣
根
を
越
え
て
取
り
組
み
た
い

答
市
政
全
て
が
政
治
的
判
断
だ
と
思
っ
て
い
る

公共施設再編計画の実施にあ
たり、市民の多様なニーズを確
認した地域デザイン懇談会。今

後どのようにまとめていく
のか注視したい。

議員のひとこと

※
グ
ー
グ
ル
ア
ナ
リ
テ
ィ
ク
ス
…
グ
ー
グ
ル
が
提
供
す
る
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
ア
ク
セ
ス
解
析
サ
ー
ビ
ス

早速見やすく改善された市公式ホームページ

環境政策の拠点として期待される市立コウノトリ
文化館
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■一般質問

水
道
料
金
の
値
上
げ
時
期

問　
4
月
か
ら
の
水
道
料
金

値
上
げ
は
さ
ま
ざ
ま
な
団
体

か
ら
延
期
要
望
が
出
て
い
る
。

多
く
の
市
民
か
ら
も
、
あ
ら

ゆ
る
物
が
値
上
が
り
し
て
い

る
時
期
に
、
生
活
に
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
極
め
て
重

要
な
水
の
料
金
値
上
げ
は
、

せ
め
て
1
年
程
度
延
期
す
べ

き
と
の
声
を
聞
く
。
延
期
の

検
討
を
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
ど
う
か

答　
今
後
も
人
口
減
少
に
伴

い
水
需
要
は
減
少
し
、
施
設

の
老
朽
化
も
進
む
中
で
、
先

延
ば
し
す
る
ほ
ど
水
道
事
業

の
経
営
は
悪
化
し
て
い
く
と

考
え
る
た
め
4
月
か
ら
の
値

上
げ
を
お
願
い
す
る
。

豊
岡
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

問　

今
議
会
で
行
政
財
産

と
し
て
継
続

使
用
と
す
る

方
針
が
出
た

が
、
6
月
議

会
で
は
存
続
、

そ
の
後
修
正
、

9
月
議
会
で

は
除
却
の
方

向
、
二
転
三

転
し
た
経
緯
は
ど
う
か

答　
内
容
に
関
す
る
決
定
は

12
月
ま
で
に
出
さ
せ
て
い
た

だ
く
と
い
う
こ
と
を
私
自
身

は
言
っ
て
き
た
と
思
っ
て
い

る
の
で
、
私
自
身
の
考
え
方

を
二
転
三
転
し
た
と
い
う
思

い
は
持
っ
て
い
な
い
。

地
域
振
興
券（
物
品
）

問　
コ
ロ
ナ
禍
で
疲
弊
し
た

地
域
経
済
を
盛
り
上
げ
る
た

め
に
、
飲
食
業
、
観
光
業
等

の
業
種
に
は
プ
レ
ミ
ア
ム
付

応
援
商
品
券
が
出
た
が
、
漏

れ
て
疲
弊
し
て
い
る
物
品
販

売
（
衣
料
、
履
物
等
）、
食

料
品
も
含
め
た
応
援
商
品
券
、

地
域
振
興
券
が
必
要
だ
と
思

う
が
ど
う
か

答　
衣
料
、
履
物
等
の
物
品
、

食
料
品
に
つ
い
て
も
検
討
を

行
っ
た
が
、
よ
り
緊
急
的
、

危
機
的
状
況
に
あ
る
業
種
へ

の
支
援
策
を
展
開
し
た
。

問　
デ
ジ
タ
ル
の
技
術
は
人

類
が
生
み
出
し
た
最
高
の
技

術
だ
。
地
方
自
治
体
で
も
こ

の
技
術
を
有
効
に
活
用
し
て

住
民
の
福
祉
の
増
進
を
図
る

こ
と
が
必
要
だ
。し
か
し
、デ

ジ
タ
ル
の
技
術
は
未
完
成
で

あ
り
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
も
万

全
で
は
な
い
。
デ
ジ
タ
ル
の

技
術
を
だ
れ
が
何
の
目
的
で

ど
の
よ
う
に
使
う
か
が
問
わ

れ
て
い
る
。
D
X
活
用
の
重

要
条
件
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
取
得
だ
が
、
取
得
状

況
は
ど
う
か
。
計
画
年
に
お

け
る
必
要
な
費
用
は
ど
う
か

答　
D
X
推
進
戦
略
で
は
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
市
役

所
の
業
務
改
善
を
両
輪
と
し

た
取
り
組
み
を
進
め
る
。
実

現
で
き
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
お

よ
び
削
減
で
き
る
費
用
と
そ

れ
に
か
か
る
財
政
負
担
と
を

合
わ
せ
て
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。
22
年
度
当
初
予
算
編

成
に
向
け
て
検
討
し
て
い
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取

得
率
は
37
・
71
％
で
あ
る
。

問　
D
X
の
技
術
と
活
用
は

バ
ラ
色
で
は
な
い
。
個
人
情

報
が
保
護
さ
れ
る
こ
と
が
前

提
だ
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
に
、現
在
「
ひ
も
つ
け
」

さ
れ
て
い
る
健
康
保
険
証
は

全
て
の
保
険
制
度
か

答　
す
べ
て
の
保
険
制
度
で

あ
る
が
、
個
人
の
申
請
に
基

づ
く
も
の
で
あ
る
。

水
道
料
金
引
き
上
げ
は
理

解
が
得
ら
れ
て
い
な
い

問　
資
産
維
持
費
を
含
む
総

括
原
価
方
式
で
17
％
以
上
の

引
き
上
げ
提
案
だ
が
、
資
産

維
持
費
を
原
価
に
算
定
す
る

根
拠
は
何
か
。
ま
た
コ
ロ
ナ

禍
で
市
民
の
暮
ら
し
を
考
え

る
と
12
月
議
会
で
決
め
ず
、

さ
ら
に
審
議
が
必
要
で
は
な

い
か

答　

水
道
法
施
行
規
則
に

原
価
に
含
め
る
も
の
と

明
記
さ
れ
て
い
る
。
経

済
も
回
復
傾
向
に
あ
り
、

新
料
金
の
請
求
は
5
月

以
降
と
な
る
。
水
道
事

業
の
経
営
を
考
え
る
と

早
く
手
を
打
つ
必
要
が

あ
る
。

水
道
料
金
の
値
上
げ
時
期
の
延
期
を
！

日本共産党豊岡市会議員団

ひかり

村岡　峰男 議員

西田　　真 議員

※
Ｄ
Ｘ
は
個
人
情
報
を
守
れ
る
か

答
「
ひ
も
つ
け
」
は
個
人
の
申
請
に
よ
る

答
値
上
げ
の
料
金
改
定
は
４
月
１
日
か
ら
お
願
い
す
る

生活に欠かすことのでき
ない命の水が4月から値上
げ?「せめて半年程度」延

期する必要がある。

議員のひとこと

節水は過去の…！美徳ですか？

配水管からの漏水。老朽管の更新
の必要性は理解できるが...

※
Ｄ
Ｘ
…
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
で
よ
り
良
い
生
活
へ
変
革
す
る
こ
と
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子
育
て
、
教
育
、
福
祉
、
市
民
生
活
、

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
等
と
、
市
民
に
と
っ
て

身
近
で
と
て
も
重
要
な
分
野
を
担
っ
て
い

る
委
員
会
で
す
。「
主
人
公
は
市
民
」
を

旨
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
市
民
の
皆

さ
ま
に
こ
の
ま
ち
に
住
ん
で
良
か
っ
た
、

今
後
も
住
み
続
け
た
い
、

そ
し
て
、
何
よ
り
も
よ
り

多
く
の
方
々
に
選
ん
で
い

た
だ
く
た
め
の
施
策
を
つ

く
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
一
昨
年
か
ら
続

く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
、
な
か

な
か
先
が
見
い
だ
せ
な
い

状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、

し
っ
か
り
と
し
た
対
応
策

を
図
り
、
で
き
る
限
り
影

響
が
出
な
い
よ
う
に
委
員

会
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
い
た

し
ま
す
。

　

更
に
、
今
後
の
市
政
の

中
で
様
々
な
問
題
解
決
に

向
け
、
時
に
厳
し
く
、
そ

し
て
何
が
市
民
、
地
域
に

と
っ
て
大
切
な
の
か
も
併

せ
て
し
っ
か
り
と
考
え
て

い
き
ま
す
。

　

結
び
に
、
市
の
財
政
が
今
後
益
々
厳
し

く
な
る
中
で
、
ど
の
よ
う
に
し
て
市
民
生

活
を
守
り
充
実
を
図
る
の
か
市
と
協
議
を

行
い
、
そ
し
て
知
恵
を
出
し
合
い
委
員
会

と
し
て
の
責
務
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。　
　
　
　

● 

文
教
民
生
委
員
会 

●

委
員
長
　
田
　
中
　
藤
一
郎

今
ま
で
以
上
に
重
要
な
文
教
民
生
委
員
会

　

市
政
運
営
の
心
臓
部
と
も
い
え
る
「
政

策
調
整
部
」「
総
務
部
」
を
担
当
し
ま
す
。

ま
た
市
民
の
安
全
・
安
心
を
行
政
と
し
て

保
障
す
る
防
災
と
消
防
行
政
を
、
さ
ら
に

は
、
社
会
的
課
題
で
あ
る
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ギ
ャ
ッ
プ
対
策
」や「
D
X（
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
の
推
進
」
に
つ
い
て

調
査
し
、
時
に
は
監
視
と
制
御

を
担
当
し
ま
す
。
加
え
て
、
5

つ
の
振
興
局
の
総
務
系
の
業
務

を
担
当
し
、
地
域
の
諸
課
題
の

解
決
を
目
指
し
ま
す
。

　

県
下
一
広
い
豊
岡
市
域
全
域

を
ま
ず
知
る
こ
と
か
ら
と
、
2

月
に
は
、
5
つ
の
振
興
局
を
訪

問
し
、
研
修
し
ま
し
た
。
次
回

の
本
紙
で
報
告
し
ま
す
。

　

7
人
の
議
員
構
成
で
す
が
、

出
身
地
域
は
、
豊
岡
4
名
、
日

高
3
名
と
偏
り
が
あ
り
ま
す
。

年
齢
は
74
歳
か
ら
37
歳
と
幅
広

く
、
初
当
選
の
議
員
が
4
名
と

過
半
数
を
占
め
ま
す
が
、
初
の

議
会
で
も
全
員
発
言
で
活
発
な

質
疑
・
議
論
を
展
開
し
、
議
会

の
活
性
化
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

残
念
な
こ
と
は
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
を
担
当
し
な
が
ら

委
員
会
に
女
性
の
議
員
が
い
な
い
こ
と
、

当
局
の
女
性
の
幹
部
職
員
が
極
少
な
い
こ

と
は
、
早
急
な
改
善
が
求
め
ら
れ
る
と
痛

感
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

若
さ
と
老
練
の
融
合
で
活
発
な
委
員
会

● 

総
務
委
員
会 

●

委
員
長
　
村
　
岡
　
峰
　
男活躍中のブーム付多目的消防ポンプ自動車（消防城崎分署）

子どもたちの未来のために（子育て総合センターにて）
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当
委
員
会
は
、
一
般
会
計
予
算
な
ら
び

に
決
算
に
関
す
る
議
案
に
つ
い
て
、
各
分

科
会
へ
分
担
し
て
審
査
を
行
い
ま
す
。

　

本
市
の
財
政
は
、
市
税
な
ど
の
自
主
財

源
に
比
べ
、
地
方
交
付
税
や
国
・
県
か
ら

の
交
付
金
、
市
債
（
借
入
金
）
が
大
き
な

比
率
を
占
め
て
い
ま
す
。
特
に
、
令
和

2
年
度
決
算
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
た
め
、

特
別
定
額
給
付
金
や
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
等
の
国
庫
支
出
金

が
前
年
度
比
約
1
0
4
億
円
増

収
し
た
こ
と
も
あ
り
、
依
存
財

源
が
7
割
を
超
え
る
結
果
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
人
口
減
少
な
ど
に

よ
っ
て
市
税
等
の
収
入
が
大
幅

に
減
少
し
、
厳
し
い
財
政
運
営

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
が
、
明

る
い
兆
し
も
あ
り
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
で
あ
り
な
が
ら
「
ふ
る
さ

と
納
税
」
は
、
12
月
末
で
10
億

円
を
突
破
し
ま
し
た
。
ま
た
、

「
芸
術
文
化
観
光
専
門
職
大
学
」

の
開
学
も
直
接
的
な
人
口
の
減

少
対
策
と
と
も
に
、
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
へ
の
大
き
な
推
進
力
に
な
る
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

工
夫
を
凝
ら
し
た
財
源
確
保
の
推
進
と

行
財
政
改
革
の
深
化
、
限
ら
れ
た
予
算
の

効
果
的
・
効
率
的
な
執
行
に
向
け
て
、
市

民
目
線
で
尽
力
し
て
い
き
ま
す
。

● 

予
算
決
算
委
員
会 

●

委
員
長
　
浅
　
田
　
　
　
徹

財
源
確
保
と
効
果
的
・
効
率
的
な
予
算

執
行
に
尽
力

限られた財源を有効活用できるよう審査します

持
続
可
能
な
豊
岡
市
で
あ
る
た
め
に

　

当
委
員
会
は
、
商
工
業
や
観
光
業
、
農

林
水
産
業
と
い
っ
た
産
業
振
興
や
移
住
定

住
促
進
、
各
振
興
局
事
業
、
危
険
空
き
家

対
策
や
有
害
鳥
獣
対
策
の
ほ
か
、
社
会
基

盤
政
策
で
あ
る
市
道
、
上
下
水
道
、
市
営

住
宅
、
公
園
、
地
籍
調
査
な
ど
も
担
当
し

て
い
ま
す
。

　

2
0
2
1
年
は
2
0
2
0
年
に
引
き
続

き
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
社
会
活
動
の
制
約

を
受
け
な
が
ら
、
市
内
や
域
内
中
心
に

徐
々
に
活
動
を
再
開
さ
せ
る
取
り
組
み
に

同
意
し
推
進
し

て
き
ま
し
た
。

　

2
0
2
2
年

は
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
を
見
据
え

た
明
る
い
兆
し

を
感
じ
る
一
方
、

昨
今
激
甚
化
す

る
自
然
災
害
の

猛
威
に
加
え
て
、

世
界
的
な
資
材

不
足
や
物
価
高

騰
が
市
民
生
活

ま
で
及
ん
で
い

ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年

12
月
議
会
に
上

程
さ
れ
た
水
道
料
金
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
継
続
審
査
と
し
、
議
会
閉
会
中
も
委
員

会
を
開
催
し
、
さ
ら
に
議
論
を
深
め
て
い

ま
す
。

　

今
期
の
当
委
員
は
20
代
か
ら
60
代
ま
で

幅
の
あ
る
構
成
に
な
り
ま
し
た
。
豊
岡
市

の
今
そ
し
て
未
来
の
た
め
に
、
こ
れ
ま
で

の
常
識
に
と
ら
わ
れ
ず
、
広
く
市
民
や
事

業
者
の
声
を
踏
ま
え
つ
つ
、
激
変
す
る
社

会
情
勢
を
捉
え
な
が
ら
、
市
当
局
と
し
っ

か
り
議
論
を
尽
く
し
て
い
き
ま
す
。

● 

建
設
経
済
委
員
会 

●

委
員
長
　
清
　
水
　
　
　
寛「持続可能な観光地 世界トップ100選2021」に豊岡市が選ばれ

ました！
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当
委
員
会
は
、
高
規
格
道
路
に
関
す
る

事
項
、
但
馬
空
港
に
関
す
る
事
項
、
路
線

バ
ス
等
地
域
公
共
交
通
に
関
す
る
事
項
に

つ
い
て
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

交
通
網
対
策
は
人
口
減
少
対
策
と
密
接

な
関
係
が
あ
り
ま
す
。
交
通
網
が
し
っ
か

り
と
整
備
さ
れ
れ
ば
、
交
流
人
口
も
増
え
、

に
ぎ
わ
い
が
生
ま
れ
て
、
移
住
、
定
住
人

口
の
増
加
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

　

北
近
畿
豊
岡
自
動
車

道
は
２
０
２
０
年
に

「
豊
岡
道
路
Ⅱ
期
」
が

事
業
化
さ
れ
、
全
線
事

業
化
と
な
り
、
山
陰
近

畿
自
動
車
道
と
合
わ
せ

た
早
期
整
備
が
待
た
れ

ま
す
。

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空

港
は
滑
走
路
延
長
問
題

な
ど
を
議
題
と
し
て
、

但
馬
空
港
あ
り
方
懇
話

会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

バ
ス
交
通
は
現
在

「
コ
バ
ス
」「
イ
ナ
カ
ー
」

「
チ
ク
タ
ク
」
な
ど
で

市
民
の
外
出
支
援
を
は

か
っ
て
い
ま
す
。

　

と
り
わ
け
広
大
な
市
域
を
も
つ
本
市
に

と
っ
て
、
高
齢
化
が
す
す
む
中
で
の
公
共

交
通
の
整
備
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
調
査
研
究
を

す
す
め
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
、
市
民

に
利
用
し
や
す
い
持
続
可
能
な
交
通
網
の

整
備
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

● 

交
通
網
問
題
対
策
等
調
査
特
別
委
員
会 

●

委
員
長
　
上
　
田
　
伴
　
子

市
民
が
利
用
し
や
す
い
公
共
交
通
網
の
整
備

　

市
民
の
方
か
ら
「
議
会
だ
よ
り
が
届
く

の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」
と
う
れ
し

い
声
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　

当
委
員
会
は
、
議
会
の
活
動
状
況
の
発

信
や
市
民
の
皆
さ
ま
の
意
見
の
聴
取
、
広

報
広
聴
に
関
す
る
調
査
研
究
を
行
う
た

め
に
設
置
さ
れ
た
委
員
会
で

す
。
皆
さ
ま
に
親
し
み
読
ん

で
い
た
だ
け
る
広
報
紙
と
し

て
、
分
か
り
や
す
い
紙
面
づ

く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

広
聴
活
動
に
お
い
て
は
、

皆
さ
ま
か
ら
の
声
を
お
寄
せ

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
市
政

に
反
映
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
委
員
会
と
し
ま
し
て
も
、

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
・
要

望
を
聴
く
機
会
を
承
り
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　

議
会
広
報
広
聴
特
別
委
員

会
の
メ
ン
バ
ー
が
、
議
会
だ

よ
り
の
腕
章
を
着
け
て
皆
さ

ま
の
と
こ
ろ
に
出
向
き
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
の
写
真
撮
影
を

行
い
ま
す
。
委
員
の
中
に
は
、
写
真
撮
影

が
苦
手
な
委
員
も
い
ま
す
が
、
ど
う
か
温

か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
写
真
と
文
章
で
皆
さ
ま
に
読

ん
で
い
た
だ
け
る
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し

ま
す
。

皆
さ
ま
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
広
報
紙
を

目
指
し
て

● 

議
会
広
報
広
聴
特
別
委
員
会 

●

委
員
長
　
芦
　
田
　
竹
　
彦手に取ってもらえる議会だよりを目指します

広い市域に欠かせないバス交通
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当
委
員
会
は
議
会
を
円
滑
に
運
営
す
る

た
め
の
話
し
合
い
を
行
い
、
定
例
会
の
日

程
や
本
会
議
の
手
順
、
議
会
に
関
す
る
ル

ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
、
す
べ
て
を
協
議
す

る
議
会
の
中
心
的
役
割
を
持
つ
委
員
会
で

す
。

　

一
定
例
会
前
に
必
ず
委
員
会
を
開
催
。

そ
の
他
定
例
会
中
は
も
ち
ろ
ん
、
必
要
に

応
じ
て
開
催
し
ま
す
。

　

3
常
任
委
員
長
、
各

会
派
よ
り
1
人
以
上
、

正
副
議
長
は
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
参
画
、
一
人
会
派

は
傍
聴
可
と
し
て
、
議

員
誰
も
が
情
報
共
有
で

き
る
体
制
を
取
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
議
会
を
活
性
化

さ
せ
る
た
め
に
、
市
民

の
皆
さ
ま
の
意
向
に
も

配
慮
し
な
が
ら
「
議
会

改
革
」
に
つ
い
て
も
テ

ー
マ
を
決
め
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

議
会
の
一
番
の
役
割

は
、
当
局
提
出
議
案
に

対
し
て
の
可
否
。
次
に

市
政
全
般
に
わ
た
る
政

策
提
言
。
ま
た
、
市
政
推
進
上
の
欠
点
、

問
題
点
の
指
摘
、
改
善
な
ど
多
方
面
に
わ

た
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
対
す
る
責
任
を
果
た

す
た
め
に
、
議
会
の
在
り
方
、
議
会
力
の

向
上
、
議
員
力
の
個
々
の
向
上
を
目
指
し

て
当
委
員
会
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

● 

議
会
運
営
委
員
会 

●

議会を活性化させるため、「議会改革」にも取り組みます

一
歩
・
二
歩
進
め
よ
う 

安
全
・
安
心
な
豊
岡

真
に
責
任
を
持
て
る
議
会
に
す
る
た
め
に

　

防
災
対
策
調
査
特
別
委
員
会
は
、
委
員

会
の
名
前
が
示
す
通
り
、
災
害
対
策
全
般

に
関
す
る
調
査
を
行
う
た
め
、
特
別
に
設

置
さ
れ
た
委
員
会
で
す
。

　

2
0
0
4
年
10
月
の
台
風
23
号
に
よ
り
、

豊
岡
市
は
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

そ
し
て
そ
の
教
訓
を
も
と
に
国
・
県
・
市

に
よ
る
防
災
対
策
が
実
施
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
最
近
の
気
候
変
動
に
よ
る
被
害
の

大
き
さ
か
ら
、
さ
ら
な

る
対
策
が
必
要
と
考
え

て
い
ま
す
。
特
に
、
水

害
対
策
の
実
施
要
望
を

多
く
の
市
民
か
ら
お
聞

き
し
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の

な
か
、
気
候
変
動
に
よ

る
水
害
リ
ス
ク
増
大
に

備
え
、
河
川
管
理
者
が

行
う
個
別
の
治
水
対
策

に
加
え
、
あ
ら
ゆ
る
関

係
者
（
国
・
県
・
市
・

企
業
・
住
民
な
ど
）
が

共
同
し
て
、
円
山
川
流

域
全
体
で
対
策
を
行
う

「
円
山
川
流
域
治
水
協

議
会
」
が
2
0
2
0
年

8
月
に
設
置
さ
れ
ま
し

た
。

　

豊
岡
市
も
役
割
を
担
っ
て
い
く
な
か
、

豊
岡
市
の
課
題
と
そ
れ
に
対
す
る
解
消
方

針
を
市
民
に
提
示
し
、
安
全
・
安
心
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
る

こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

委
員
一
同
、
当
委
員
会
の
設
置
目
的
を

忘
れ
る
こ
と
な
く
、
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

● 

防
災
対
策
調
査
特
別
委
員
会 

●

委
員
長
　
岡
　
本
　
昭
　
治

委
員
長
　
福
　
田
　
嗣
　
久

度重なる内水被害の状況（豊岡市加陽付近）
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市道路線名の誤り
　今回、議案提出後に路線名の誤りが発覚したが、今
後このようなことが二度と起きないよう、内部チェッ
クを十分に行い、再発防止に努められたい。
� （建設経済委員会）

損害賠償
　事故をおこした職員は、前日に災害対応のため
避難所開設の業務にあたっており、過労による注
意力減退が原因と考えられる。災害対策時の業務
にあっては、職員の過労による事故などが起こら
ないよう留意されたい。� （文教民生委員会）

公共施設整備計画
　生涯学習サロンを整備するため土地建物を取得
したものの、不同沈下により使用できず、多額の
経費をかけたにも関わらず最終的には別の場所に
オープンすることとなった。厳しい財政状況の中
で、今後このようなことがないように十分留意さ
れたい。� （予算決算委員会）

子どもの貧困対策
　子どもの貧困対策の事業について、市独自に相
対的貧困率を算出するなど、以前より対策を進め
てきているので、それらをもとに事業効果を併せ
て検証するなど、今後より効果的な事業となるよ
う取り組まれたい。� （予算決算委員会）

上下水道事業
　水道事業及び下水道事業について、今後厳しい
経営状況が予想されるため、これまで以上に、有
収率の向上に努力されたい。� （建設経済委員会）

新文化会館整備
　新文化会館整備事業について、現市民会館の老朽化
などを踏まえ、今後の事業の進め方を早期に決定され
たい。� （予算決算委員会）

アイティ４階の取得と活用
　アイティ４階の取得及び活用について、市民を巻き
込んで、議会でも様々な議論を重ねてきた。
　多額の経費をかけて整備することになっており、市
民の理解を得て、十分な活用が進む施設を目指すとと
もに、今後、市負担の増加を招くことのないよう取り
組まれたい。� （予算決算委員会）

子育て支援総合拠点等整備
　アイティ４階の子育て支援総合拠点等の整備費につ
いて、増額の理由として空調等機械設備などがあるが、
できるだけ経費節減を図られたい。
　財源にふるさと納税を多く見込んでいるが、不安定な
財源であり、もっと精度の高い財源確保が必要である。
　また、今後の管理において、指定管理者と市が責任
を持つことになるが、責任の所在が曖昧にならないよ
う努められたい。� （予算決算委員会）

市道路線の新規認定にあたっては、路線名の重複
確認をマニュアルに追記し、道路台帳管理システムで
の確認を複数人で行うことで再発防止に努める。
� （建設課）

災害対応後の健康状態の把握に努め、体調が
優れない時は、車両の運転をしないよう指導徹底
を行う。� （但東市民福祉課）

今後、施設整備を計画する際は、今回のよう
なことがないよう十分留意したい。�（生涯学習課）

相対的貧困率の算出には大変時間と労力を要
することから、毎年算出することは困難であると
考えている。
　子どもの貧困対策の事業効果の検証に際しては、
分かりやすい指標であることから、節目の時期に
は、算出することを検討したいと考えている。
� （社会福祉課）

有収率の低下は、主に配水管等からの漏水に
よるものと考えている。今後も計画的に漏水調査
を実施し、漏水の早期発見、早期修繕に努め、有
収率のさらなる向上を図るとともに、漏水を未然
に防止する観点から老朽配水管の計画的な布設替
を実施していくこととする。� （水道課）

「豊岡市下水道ストックマネジメント実施方
針」により管路の長寿命化対策を進め、これによ
り不明水の流入をできる限り防ぐよう取り組んで
いく。� （下水道課）

事業を再開し、実施設計業務他に着手するために
必要となる債務負担行為設定等の補正予算を、12月
議会に提出する。� （新文化会館整備推進室）

アイティ４階に屋内型の遊び場や市民の交流の場
等を整備し、多くの市民に利用していただける施設運
営を目指す。
　加えて、コスト削減による歳出圧縮と入場料収入確
保による歳入増加を図り、健全な施設運営を行いたい。
� （こども育成課）

整備にあたっては必要最低限の設備とし、内容を
精査しながら工事を進めることとしており、できる限
りの経費削減に努めたい。
　運営等に必要な財源については、ふるさと納税を見
込んでおり、コスト削減による歳出圧縮と入場料収入
確保による歳入増加を図り、健全な運営を行いたい。
　管理等について責任の所在を明確にするため、指定
管理者とリスク分担等に関する協定書を締結する。
� （こども育成課）

その後どうなった?!
９月定例会の委員会審査における委員会意見と回答



　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　
　

　
　

　

　
　
　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　
　

　

　
　
　

　

議会広報広聴
特別委員会

委
員
長
　
芦
田
　
竹
彦

副
委
員
長
　
米
田
　
達
也

委
　
　
員
　
小
森
　
弘
詞

　
〃
　
　
　
須
山
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一

　
〃
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▼
今
年
の
干
支
は
壬み

ず
の
え
と
ら寅

、
前
年
が
厳

し
い
ほ
ど
乗
り
越
え
た
春
の
芽
吹
き

は
生
命
力
に
あ
ふ
れ
、
華
々
し
く
生

ま
れ
る
年
と
な
り
ま
す
。

▼
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
良
い
年

に
な
り
ま
す
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

▼
議
会
広
報
広
聴
特
別
委
員
会
の
委

員
に
な
り
、
広
報
の
角
度
か
ら
市
民

の
皆
さ
ま
に
近
い
位
置
に
い
ら
れ
る

事
に
あ
り
が
た
さ
を
感
じ
ま
す
。

▼
12
月
議
会
は
傍
聴
さ
れ
た
方
も
多

く
、
議
会
だ
よ
り
も
楽
し
み
に
さ
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
分
か
り
や
す

い
、
読
み
や
す
い
広
報
を
目
指
し
ま

す
。�

（
た
は
ら 

こ
う
じ
）

▼
友
人
の
お
誘
い
に
「
議
会
だ
よ
り

の
係
に
な
っ
と
っ
て
、
原
稿
校
正
せ

ん
な
ん
の
で
…
今
日
は
…
」
と
答
え

た
ら
「
え
っ
?!
議
員
同
士
で
校
正
？

っ
て
い
う
か
自
分
た
ち
で
原
稿
書
く

ん
や
！
知
ら
ん
か
っ
た
！
」
と
。

▼
は
い
、
一
般
質
問
の
原
稿
と
関
連

写
真
は
各
議
員
で
準
備
し
ま
す
。
質

問
者
の
写
真
は
事
務
局
の
K
さ
ん
担

当
。
K
さ
ん
、
私
の
は
美
し
く
カ
ッ

コ
よ
く
写
し
て
ね
。

▼
他
の
方
の
原
稿
を
手
分
け
で
校
正

し
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
熱
い
想
い

を
、
字
数
制
限
の
中
で
最
大
限
に
伝

え
ら
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

（
よ
し
も
と 

み
ど
り
）

編
集
後
記

20 ○

祝 　成人
おめでとうございます

３月定例会の日程（予定）
開　会 ※1 ２月25日（金）

代表・一般質問 ※1 ３月７日（月）・８日（火）、10日（木）・11日（金）
常任委員会審査

（総務・文教民生・建設経済）
３月14日（月）・15日（火）午前９時30分開会
※予備日３月16日（水）

常任委員会審査（予算決算） ３月11日（金）※2、23日（水）※3
特別委員会審査

（広報広聴・交通網問題・防災）３月23日（水）予算決算委員会終了後に開催

閉　会 ※1 ３月25日（金）
※1 午前9時30分から市の議場で開催　 ※2 一般質問終了後に開催　 ※3 午後１時開会

【本会議の傍聴】
新型コロナウイルス感染症の予防および
拡大防止の観点から、極力、豊岡市議会
インターネット中継をご利用ください。
パソコン、スマートフォンから審議のよう
すを生中継でご覧いただけます。

■問合せ／豊岡市議会事務局
☎0796-23-1119

2022年1月9日、市民会館で豊岡市成人式が開催されました。
新成人対象者833名のうち681名が参加。大人への第一歩を踏み出しました。


